
学 校 だ よ り

日 曜 予　　　　定

1 月 租税教室（６年）

2 火

3 水 特支学級七夕交流会

4 木 読み聞かせ　委員会

5 金 SC来校日

6 土

7 日

8 月

9 火
プール指導（中学年）
防犯教室（１・２年）

10 水

11 木
読み聞かせ
下校13:50

12 金 下校13:50

13 土 ＰＴＡ教育行政研修会

14 日

15 月 海の日

16 火 校内水泳大会期間(～１８日)

17 水 教育相談（通知表渡し）下校13:10

18 木 教育相談（通知表渡し）下校13:10

19 金
交通安全指導
終業式　SC来校日　　　下校14:45

20 土 夏季休業（8/28まで）

21 日

22 月 　加力① 強化水泳①

23 火 　加力② 強化水泳②

24 水 　加力③ 強化水泳③

25 木 　加力④ 強化水泳④

26 金 　水泳記録会（５・６年）

27 土 　

28 日 　

29 月

30 火 　

31 水

29 木 始業式　給食開始　　　下校13:30

30 金 SC来校日

2 月
シェイクアウト訓練　夏休み作品展①
下校13:50 ～4日まで

3 火
人権参観日
夏休み作品展②

13 金 起震車体験（１・３・５年）

９月の主な予定

夜須小学校　学校だより ７月号①　令和６年７月１日

７月の予定

８月の主な予定

１年生が育てている朝顔の弦がぐんぐん伸び、つぼみが見え始めました。「校長先生、ぼくの朝顔ね～。」

「私のはね～。」と嬉しそうにお話してくれます。他にも、プールのこと、誕生日のこと、アイスクリームの

こと、お出かけしたことなど目を真ん丸にしてお話してくれる子どもたちが、私は大好きです。「そうだった

んだね。」「へえ、びっくり！」「それで、それで？」と相槌を打つとどんどんお話してくれます。時には、

けんかをしたことや困ったことをお話してくれることもあります。

私の大好きな本に「窓際のトットちゃん」があります。トットちゃんは１年生で小学校を退学になり、トモ

エ学園に入学します。その時の校長先生は、トットちゃんの話を何時間も聞き続け、最後に「これで、君は、

この学校の生徒だよ。」と言ってくれたそうです。お名前を小林宗作先生といいます。私の先祖ではありませ

んが、名字が同じだと妙に親近感がわくものです。少しでも近づけたら・・・と思っています。

暑さが増し学期末を控えて忙しくなってくると、どうしても心に余裕がなくなりがちです。そんな時だからこそ、子

どもを丸ごと受け止め、話をゆっくりじっくり聞いてあげられる大人でありたいと思います。朝顔の弦のようにぐんぐ

ん伸びる子どもたちの成長を支えていきたいものです。

今年も、イタリアから一時帰国中の中谷さんが６月２４日から９月６日まで

夜須小学校で一緒に学校生活を送ることになりました。１年ぶりの再会に子ど

もたちは大喜び。休み時間にはみんなでサッカーをして遊ぶ姿が見られました。

また、今年新たに、トルコから一時帰国中の信清さんが６月２７日から７月

１９日まで同じく夜須小学校で一緒に学校生活を送ることになりました。１年

前まで関東の小学校に通っていたので、久しぶりの日本の小学校生活を楽しん

でほしいです。

２人とも夜須小の子どもとして温かく見守りたいと思います。よろしくね。

６月２１日に５年生が田植えをしました。夜須小では、毎年ＪＡの方のご協

力により５年生が１２月の餅つきで使うもち米を植えています。慣れない田ん

ぼに悪戦苦闘しながらも、みんなで協力して田植えができました。「毎年こう

やって５年生が植えてくれよったがやね。」やってみて初めて気づくことがありますね。

５年生は、総合の時間にヤシィ・パークの清掃活動も行っています。いろいろなことに気づ

きながら上級生としての自覚を深めている５年生です。稲の成長とともに、５年生もぐんぐ

ん成長してほしいです。

夜須中学校の細川校長先生が出されている「校長だより」に、とても

嬉しい記事が載っていましたので一部抜粋して紹介します。夜須小学校

を卒業した中学1年生のノートづくりに関する記事です。

夜須小学校では、上級生になると「ノートづくり」も大切にしています。自分の考えだ

けでなく友だちの考えを書き加えたり、大切なことを吹き出しを使って書いたりすること

に取り組みます。その力を基に中学校で学習の仕方を身に付けている様子がわかり、嬉し

く思いました。いろいろな方法で自分に合った学習を工夫していくことが「学習の自己調

整力」だと言われています。先輩たちに続いて、この「学習の自己調整力」を身に付けて

いってほしいと願っています。

自分なりにノートにいろいろと書き込んでポイントをわかりやすく工夫したり、教科

書の大事なところに付箋を貼ったりと、それぞれの学習の仕方を持っていることも見

てとれ感心しました。大事な部分と思われることを自分で判断し、実行できている。

振り返りでノートを見たときに、整理しやすいのではないかなと思いました。

ノートから見える小中連携

https://illustimage.com/?id=504

